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１、基本理念「いきいき」 

「いきいき」 
私たちは 

こどもたちがいきいきと躍動感にあふれる姿を見せることこそ 

健全な保育が実施されている証明になると信じます。 

子どもの成長・発達に寄与する人はすべて保育者と考えます 

 

２、保育方針  

「こども中心」 

① こどもたちは健全に育つ力を持っています。 

② こどもたちは素敵な学び手です。 

③ こどもたちは未来を築き参加者の一員です。 

④ 好奇心、想像力、感動力において、こどもたちは大人の知らない世界を感じ取っています 

⑤ 多様性こそが、力強く新しい未来を創る大きな要因です 

 

３、保育目標  

 「いま、ここ、すぐに」 

私たちは、今ここで、「こどもたち自身のみつけたたからもの」を大切にします。 

「思いやりのある、町田自然幼稚園の子どもたち」をはぐくみます。 

「げんき、ゆうき、やるき、こんき、ようき」の気力を育てます。 

「みんなちがって、みんないい」個性を大事にします。 

「あいさつ、やさしいかたりかけ、ありがとう」一日一日をていねいにすごします。 

上記の基本保育方針を達成するため、次の目標を掲げ日々の保育を行います。 

 

 

 

 

４、施設事業運営  

（１）クラス編成及び入所児童数（4月1日）     353名 

 

1歳児 19名 （利用定員：25名） 

2歳児 31名  （利用定員：30名） 

3歳児 4クラス 99名（利用定員：1号児 45名  ２号児 70名） 

4歳児 4クラス 101名（利用定員：1号児 45名  2号児70名）            

5歳児 4クラス 103名（利用定員：1号児 45名  2号児70名）          

 

≪内訳≫ 

 1号児 2号児 3号児 

1歳児   22 

2歳児   31 

3歳児 37     62  

4歳児 37     64  

5歳児 38     65  
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※その他  プレキンダークラス（そよかぜぐみ）週3日コース、週5日コース 計15名 

 

 

（２）開所時間 

 ７：００～１９：００ 

1号児 

【教育時間】 

7：00        10：00       14：00          19：00 

延長保育       教育時間 延長保育 

 

2・3号児 

【保育標準時間】 

7：00                          18：00   19：00 

最大11時間（利用可能な時間帯） 延長保育 

 

【保育短時間】 

7：00    8：30              16：30        19：00 

延長保育 最大８時間（利用可能な時間帯） 延長保育 

 

（３）保育料 

保育料 居住地の自治体に一任。延長保育料は以下のとおり。 

３０分：１００円 

おやつ代：（１５：１０ １号児） （１８：１０）：１００円 

 

５、児童の処遇  

 

（１）教育・保育内容 

 教育・保育計画に基づき、養護と教育が一体となった総合的な活動を展開する。 

 

養護 ＊子どもの安全・健康管理には十分配慮し、落ち着いた環境の中で生活

できるように環境・設備を整える。 

＊一人ひとりの家庭環境・発達状況に応じ、安心して過ごす。 

人間関係 ＊人とのかかわりの中で、人を思いやり人に感謝する気持ちを育てる 

言葉 ＊喜んで話したり、聞いたりする態度や豊かな言葉を育てる 

 

 

遊び 

（自然） 

（表現） 

 

＊運動――身体の機能を生かし、身体を使った遊び。 

＊構造――玩具を組み合わせるなど構成する遊び。 

＊創造――イメージを膨らませて表現する遊び。 

＊想像――模倣・世話・役割遊び。 

＊言語――言葉に関する遊び。 

＊音楽――音楽に関する遊び。 

＊感覚――互換・操作・感触遊び・探索遊び。農園・栽培活動。 

※園だより・どんぐりもりだより・学年だより・保健だより・どんぐりキッチンだよりを毎月配布。 

ペーパーレス化を進め、webでの配信を進める。 

※日々の連絡について、１～２歳児はひとりひとりの連絡をWEB上で行い、連携を密にする。また、1～５歳児クラ

スにおいては、その日の活動内容・様子等を掲示、WEB を使用し、バス利用の保護者にも伝える手段として活用す

る。 
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※子どもたちの主体的、対話的な深い学びを保障する保育の意識化を図る。 

※ドキュメンテーションやポートフォリオなどの「保育の見える化」を推進する。 

 

（２）主な行事 

＊様々な行事を体験することで、生活の豊かさを感じ、社会や自然の移り変わりに興味関心を持つ。また、 

日本古来から伝わる風習を伝え、興味関心を持つきっかけを作る。地域の方の参加により、広く開放していく。 

＊年間を通して農園栽培活動を実施。地域の農家の方との交流を通し、育てる、世話をする、収穫する、いただく、

という『命』の流れを知り、体感する。 

＊未就園児親子遊び会・一般型一時預かり・学童一時預かり・子育て支援を行い、地域の子育て支援の拠点となる

よう努める。また、園内の職員による地域の親子向けの給食体験・子育て講座等の充実を図り、地域交流・異年

齢交流を実施。 

＊地域交流として、地域の市立中学校・高等学校・専門学校・短期大学・大学の学生の職場体験を受け入れる。 

 

（３）健康管理 

保健年間計画に基づき実施する。新型コロナウイルス感染拡大防止に努め、園児は、検温、健康観察を行ったうえ

での登園、健康観察カードを用い、日々の状態の把握を行う。 

＊アトピー・アレルギー児体質の園児に対しては、主治医の指示のもと、生活管理指導票を元に、園と保護者が 

話し合い対応。 

＊与薬は主治医の指示のもと、園と保護者が話し合い対応していく。 

＊園内や地域で感染症が発生した際は、その状況・病状について周知し、掲示、メール等で情報提供する。 

＊感染症対策として、サーベイランスの入力、自治体からの情報等を元に保護者、職員に発信する。 

【健康診断・健康管理】 

項目 実施回数 実施者 

定期健康診断 年2回(全園児) 嘱託医 

歯科健診 年1回 町田歯科医師会 

歯科衛生士による歯磨き指導 年1回 町田市健康福祉課 

健康・衛生管理・指導 随時 看護師 

 

（４）栄養管理・食育目標 

・「食べる」ことの楽しさ、喜び、マナーを伝える。 

・旬の食材を知り、五感を通じて知り、活動の中で体験することで活動の幅を広げていく。 

・自然食品や安全食品を取り入れる。 

・季節の食材を使用し、いろいろな食品に慣れるよう調理方法を工夫する。 

・咀嚼の発達を促すため、噛みごたえのある食材の使用、メニューの工夫を行い、提供する。 

・郷土料理、伝統食、行事食を取り入れることで日本文化の伝承を行い、食を通して、日本の良さを伝えていく。 

・アレルギー児には、生活指導管理表を基に、完全除去食を用意、宗教上の配慮が必要な場合にも対応する。 

・毎日の献立の掲示、献立表・おたよりの配布を通し、子どもの食育活動の様子や適正な量・調理方法などを 

保護者に伝える。 

・自ら「食べたい」という意欲を育て、みんなで食べるとおいしい、楽しいという気持ちを育てる。 

・温かいものは温かいうちに、冷たいものは冷たく、おいしく食べられるように工夫する。 

・給食の献立と保育の融合を図り、子どもたちの保育活動を広げる。 

・様々な野菜の苗植え、種まきから関り、成長過程や特性を知り、収穫調理を通して、食への関心を高める。 

 

６、災害対策・安全管理  

（１）災害対策 

  ＊月1回火災・地震・そのほか自然災害を想定し、避難訓練を行う。多様な時間帯での利用児が増えてきてい
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るため、様々な場面を想定しての訓練を行う。9月には保護者協力のもと園児引き渡し訓練を行う。 

  ＊業者による防災設備点検、管轄の消防署に届け出、報告書を提出。 

  ＊防災用品の一覧表を作成し、管理・補充を行う。 

  ＊「子どもの見守りカード」を使い、避難場所からの引き渡しなどの確実性を向上する。 

（２）安全管理 

  ＊監視カメラで園内外の安全を監視、防犯カメラで録画。玄関・各門の出入りは事務室からモニターで監視。 

  ＊遊具・園舎の安全管理・事故防止マニュアル・チェック表作成、記録。 

  ＊学校110番設置。 

  ＊警察署交通安全指導。 

  ＊不審者対応訓練の実施。 

  ＊地域住民との連絡、連携強化、協力。 

７、職員の処遇  

 職員の処遇については、仕事と家庭生活の両立と、個々がやりがいを持って働くことができる職場作りに努める。

ライフプランに応じ、産休・育休、短時間勤務、看護休暇、介護休暇を制定し、働きやすい職場づくりを目指す。 

 ふくろうラウンジ（職員休憩室）の設備、備品等の整備、清掃に努める。 

 「処遇改善1・2及びキャリアアップ補助金」を活用し、職員の給与の処遇改善のみならず、より明確な組織と 

キャリアパスを目指す。また、外部研修や関係園などとの合同研修や相互見学などを通し、保育者自身の 

モチベーションアップにつなげていく。 

（１）採用・産休等 

職名 氏名 雇用区分 採用年月日 備考 

保育教諭 ― 正規 2022.4.1  

保育教諭 ― 正規 2022.4.1  

保育教諭 ― 正規 2022.4.1  

保育教諭 ― 正規 2022.4.1  

保育教諭 ― 正規 2022.4.1  

保育教諭 ― 正規 2022.4.1  

保育教諭 ― 正規 2022.4.1 準正規職員より 

 

【育休復帰】葈澤 夢子    【育休】八木澤 麻里 

（２）職員の会議 

会議名 開催日 参加者 

職員会議 月1回 全正規職員 

コーディネーター会議 月1回以上 園長・副園長・主任・副主任・コーディネーター 

正規以外職員会議 適宜 園長・副園長・主任・正規以外職員 

保育会議 月1回 理事長・各園園長・各園主任 

運営事務会議 月1回 理事長・各園園長 

週日案会議（学年ごと） 週1回 各学年単位（コーディネーター、担任） 

給食会議 月1回 副園長・主任・副主任・担当職員・給食職員 

ケース会議 随時 副園長・主任・副主任・担当職員 

行事打ち合わせ 随時 園長・副園長・主任・副主任・担当職員 

朝のミーティング 毎日（土曜日除） 副園長・主任・副主任・コーディネーター 

日々の振り返り 毎日（土曜日除） 園長・副園長・主任・副主任・担当職員 

 

（３）職員研修計画 

 園全体研修を実施予定。eラーニングを活用した研修システムの導入。ファシリテーションなど。 

  また、キャリアパスに応じたスキルアップの明示などと連動した、処遇改善の仕組みや個々の職員への 

コーチングを体系的に実施することで、各職位に応じた資質向上の取り組みにインセンティブを与える。 
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  研修の計画は、職員の経験、希望も考慮しつつ委員会などの分野をもとに園長・主任が策定する。 

８、苦情解決システム  

 地域・保護者からの意見・要望・苦情を受け付け、保育サービスの向上に努める。 

（苦情受付担当者：小澤 宏美   苦情解決責任者：齋藤 謹也 （森 美千絵）） 

第3者委員を設置し、苦情解決窓口を明らかにする。 

９、子ども家庭支援事業  

 ＊一般型一時預かり及び定期利用保育の内容の充実と実施。＊一時預かり（一般型および学童）のweb予約シス

テムを活用する 

 ＊学童一時預かりの内容の充実と実施。＊一時預かり（一般型および学童）のweb予約システムを活用する 

 ＊2歳児プレキンダークラス（そよかぜグループ）週5日コース・週3日コースの2コースを引き続き展開。 

「ひろばⅢ型」として2022年度から3か年選定された。従来の形から、バージョンアップを図り、 

『はつはなひろば』としてはつはなルーム開放、園庭開放、育児講座、給食体験、出張遊びの会、育児相談 

などの事業を展開していき、地域の0号児といわれる家庭へのアプローチを進める 

１０、個人情報保護 

＊学校法人正和学園個人情報保護規定に基づき、園児、保護者、利用者の保護、守秘義務の厳守、記録管

理の徹底を行い、外部への提供は本人及び保護者の同意を得るようにする。個人情報開示は、保護者の求

めに応じている。 

１１．人権擁護の徹底 

＊こども一人ひとりの人格を尊重し、保護者、職員等が対等の関係を維持し、人権侵害及び体罰、虐待、 

セクハラ等の発生防止に努める。 

＊個人のプライバシー保護に努める。 

１２、施設・設備整備関係（課題を順次解消） 

 ＊園庭環境―どんぐりもり・ドリー広場・もぐもぐ広場の整備。植物を植えたり、植栽を行う、 

 ＊どんぐりもり植栽、もぐもぐひろばの改造（北側）。 

 ＊施設他改修については、優先順位を見極め、随時対応する。 

 ＊子どもたちの遊びを誘引する環境、素材の置き方や、材料の準備等、すすめる。 

 ＊ICT環境の活用。（ストーリーパーク、サイボウズ・ブレイン、エンペイ等） 

 ＊ドキュメンテーション、ポートフォリオをより活用し、子どもの育ちの見える化を推進するとともに2022年度 

１３、重点目標  

２０２２年度、私たち町田自然幼稚園は、 

「自然環境を生かしきり、こども中心のいとなみを実践することで、 

 いきいきとした地域社会を循環させる」存在であり続けます。 

  

① こども中心のいとなみをたいせつに、日々の暮らしをたいせつにする 

② 地域の環境を生かした自然体験プログラムの実施(年間20回以上) 

③ 伝統文化の継承を地域の方と共に体験（食育との連携 季節の行事）（年間１０回以上） 

④ 人と人とのふれあいプログラム(卒園生、町内会、学校などとのふれあい事業)を実施 

⑤ 子どもを取り巻くすべての人や家庭と結びつきを持つ 

(２０２２年度から３年間、ひろばⅢ型として、より自然幼稚園らしいひろばを作り上げる) 

 

以上の項目を中心に、いつまでも存在し続けることのできる、町田自然幼稚園を目指します。 


